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大阪梅田ツインタワーズ・サウス

～梅田木立～100年のまちづくりの礎～

建築主 ：阪神電気鉄道株式会社／阪急電鉄株式会社
（建築主代行：阪急阪神不動産株式会社）

建築地 ：大阪市北区梅田1丁目13番1号
敷地面積：12,192㎡（立体敷地）
規模 ：B3／F38／PH2・地上S造・地下SRC造
延床面積：259,372㎡（特区により上限2,000％）
最高高さ：188.9ｍ（大阪国際空港の航空制限による）
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梅田木立
【 UMEDA GROVE 】

うめだ こだち

豊かな土壌を再耕し、木を植え森をつくり人々の活力を循環させる。
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12F：オフィスサポート
屋上庭園

11F：オフィスロビー
カンファレンス

（計13,000㎡）

14～38F：オフィス
（約100,000㎡）

日本初の道路上空利用

B2F～9F：阪神百貨店
（約87,500㎡）

建替え前

1期竣工時

2期竣工時

南北断面図
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・環境負荷を低減し、まちと賑わいを共有するオーガニックファサード
・街と建物をつなぎ、生物多様性に配慮した緑地計画

環境配慮・建築設備コンセプト

２ 最適なエネルギー計画と災害時の安全の確保

３ 建物を利用する人と人、人と建物のつながり強化

１ 魅力ある建物と周囲の調和

・エネルギーのベストミックスと阪神大阪梅田駅への供給
・熱源シミュレーションを用いた負荷予測と集中熱源の効率運転
・その他の非常時・BCPへの取り組み

・新たなワークスタイルとワークライフを実現できるオフィス
・ワークスタイルの多様化に応えるアメニティ施設



Copyright © 2022 TAKENAKA All Rights Reserved.

１ 魅力ある建物と周囲の調和

1-1 環境負荷を低減し、まちと賑わいを共有するオーガニックファサード
※外壁サーモ調査継続中

低層外装断面図
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１ 魅力ある建物と周囲の調和

1-1 環境負荷を低減し、まちと賑わいを共有するオーガニックファサード

低層外装断面図

※外壁サーモ調査継続中
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１ 魅力ある建物と周囲の調和

1-2 快適性と環境性を両立したオフィスファサード

高層外装断面図

縦フィン取付角度
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１ 魅力ある建物と周囲の調和

1-3 街と建物をつなぎ、生物多様性に配慮した緑地計画

③屋上庭園

②壁面緑化

①歩道緑化

①歩道部植栽

③屋上庭園

緑化範囲図
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２ 最適なエネルギー計画と災害時の安全の確保

2-1 エネルギーのベストミックスと阪神大阪梅田駅への供給

高層ゾーン

低層ゾーン

複数の熱源を組み合わせ全体効率
の最大化を図った

電気・ガスのエネルギーを組み合
わせ災害時の需給リスク分散を
図った

さらにコージェネレーションシス
テムと氷蓄熱システムを付加し、
電力の負荷平準化を実現した

▼熱源の構成

▼非常電源の構成
複数の発電機を同期させ災害時に
各用途に必要な保安電源を供給す
る

重油とガスのどちらでも燃焼でき
る発電機を導入しリスク分散を
図った

隣接する阪神大阪梅田駅に冷熱と
電源の供給を可能とした
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２ 最適なエネルギー計画と災害時の安全の確保

2-2 熱源シミュレーションを用いた負荷予測と集中熱源の効率運転

冷温熱・

電力

負荷予測

冷温熱負荷実績

電力負荷実績

稼働日パターン

冷凍機

熱交換器

蓄熱槽

ランニングコスト最小化運転

CO2排出量最小化運転

システム効率最大化運転

「ランニングコスト最小化運転」、「CO2排出量最小化運転」、「システム効率最大化運転」の

モードを選択。負荷予測に基づき、それぞれの目的に応じた熱源の最適運転パターンを自動演算する。

２~５％のエネルギーコスト、CO2排出量の削減を図る
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２ 最適なエネルギー計画と災害時の安全の確保

2-3 非常時・BCPへの取り組み

3回線スポットネットワーク受電①

⑤ ディーゼル発電機（A重油）

④ デュアルフューエルガスタービン発電機
（耐震認定中圧ガス/A重油）

クラス最高レベルの発電効（41.7％）

となる最新機器を2基導入

コージェネレーションシステム × 2基
（耐震認定中圧ガス管の活用）

排熱を回収し空調利用

②

③

① ② ③

④

⑤

重要機器は
全て9階より
上部に設置
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２ 最適なエネルギー計画と災害時の安全の確保

2-4 駅への非常時の電源供給

計画建物だけでなく、隣接する阪神大阪梅田駅にも冷熱供給を行い、非常時には電力供給も可能としている。

水損被害のない安全な9階及び10階に重要機器を集中配置することでリスク回避を図った。

GHP EHP

節電型
ガス吸収式
冷温水機
2000RT

排熱投入
ガス吸収式
冷温水機
1400RT

高効率INV
ターボ
冷凍機
1700RT

空冷
モジュール
チラー
1000RT

ブライン
ターボ
冷凍機
500RT

氷蓄熱
4800RTh

GHP

GHP EHP

節電型
ガス吸収式
冷温水機
2000RT

排熱投入
ガス吸収式
冷温水機
1400RT

高効率INV
ターボ
冷凍機
1700RT

空冷
モジュール
チラー
1000RT

ブライン
ターボ
冷凍機
500RT

氷蓄熱
4800RTh

個別分散
熱源方式

中央
熱源方式

【 非 常 時 1 】

【 非 常 時 2 】

関西電力

A変電所

大阪ガス

大阪梅田ツインタワーズ・サウス
阪 神 大 阪
梅 田 駅

関西電力

B変電所

ビル冷熱受給

15,000kVA

電力会社受電
電 力
会 社
受 電

ガ ス
会 社
受 給

個別分散
熱源方式

中央
熱源方式

大阪ガス

ビル冷熱受給

ビル電力受給電 力
会 社
受 電

ガ ス
会 社
受 給

個別分散
熱源方式

中央
熱源方式

空 調 不 要 ※

ビル電力受給電 力
会 社
受 電

ガ ス
会 社
受 給

非常用
発電機
1,000kVA

＋

＋
デュアルフーエル
非常用発電機
4,500kVA

CGS発電機
1,250kVA×2

（ 常用・ 保安用兼用）

非常用
発電機
1,000kVA

＋

＋
デュアルフーエル
非常用発電機
4,500kVA

CGS発電機
1,250kVA×2

（ 常用・ 保安用兼用）

非常用
発電機
1,000kVA

＋

＋
デュアルフーエル
非常用発電機
4,500kVA

CGS発電機
1,250kVA×2

（ 常用・ 保安用兼用）

非常用
発電機
1,000kVA

＋

＋
デュアルフーエル
非常用発電機
4,500kVA

CGS発電機
1,250kVA×2

（ 常用・ 保安用兼用）

非常用
発電機
1,000kVA

＋

＋
デュアルフーエル
非常用発電機
4,500kVA

CGS発電機
1,250kVA×2

（ 常用・ 保安用兼用）

関西電力

A変電所

関西電力

A変電所

関西電力

B変電所

関西電力

B変電所

大阪ガス

（Ａ･B変電所の同時停
電）

（B変電所の停電）

（地下駅）

※大規模災害時は浸水リスクを考慮して梅田駅（地下駅）には長時間滞在させない

非常用
発電機
1,000kVA

＋

＋
デュアルフーエル
非常用発電機
4,500kVA

CGS発電機
1,250kVA×2

（ 常用・ 保安用兼用）

平
常
時

非
常
時

15,000kVA

排熱利用

排熱利用

7,000kVA→ BCP負荷※

※オフィス15ＶＡ/ｍ２、帰宅困難者対応（換気・給水・EV他）

→法定必要負荷

平常時と同じ運用が可能平常時と同じ運用が可能
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３ 建物を利用する人と人、人と建物のつながり強化

3-1 新たなワークスタイルとワークライフを実現できるオフィス

温度と湿度と分離させそれぞれを高効率な機器で個別制御することで省エネルギーと快適性の両立を図る

オフィス

オフィス空調・換気概念図

オフィス
天井内の機器

自然換気システムを計画し、効果的に外気を導入して省エネルギーを図る

自然換気口

湿度を制御

温度を制御

自然換気
有効判断ﾗﾝﾌﾟ

水熱源
ユニット

事務室

ボイラー

30℃20℃

50℃40℃屋上

室内

冷却塔

自然換気口

冷媒配管

高効率室内機 高効率室内機 高効率室内機

調湿外気処理機

調湿外気処理機

熱源水配管

排気

給気

冷房暖房
切替器

自然換気
有効判断ランプ

中央監視と
連携
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3-2 ワークスタイルの多様化に応えるアメニティ施設

３ 建物を利用する人と人、人と建物のつながり強化

12階 WELLCO内サロン

13階 保育所

12階 WELLCO内食堂



Copyright © 2022 TAKENAKA All Rights Reserved.

3-2 ワークスタイルの多様化に応えるアメニティ施設

３ 建物を利用する人と人、人と建物のつながり強化

12階 WELLCO内食堂

放射空調パネル

集中エリア

外壁に面しない
エリア

青空照明
集中して作業したい空間：放射空調を採用し気流感のない空間計画

心身の活性化が期待できる照明器具の採用

外壁に面しない空間：外部の雰囲気を取り込む照明器具の採用

心身活性化照明

❶セロトニンの分泌を促し、
サーカディアンリズムを整え
心身を活性化。

❷ワイドなスペクトルは目の負担を
軽減し、眼精疲労を抑える。

❸⻩⾊光を抑制したスッキリした
自然な⽩⾊で快適な空間を演出。
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４ 環境認証・省エネルギー性能
CASBEE大阪みらいでBEE=3.0、Sランクを取得した。

また、CASBEE-スマートウェルネスオフィスでは最高ランクのSクラスを取得した。
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FIN

大阪梅田ツインタワーズ・サウス

～梅田木立～100年のまちづくりの礎～


